
　戦後62年が経過、現在我々が享受している平和と繁
栄が、祖国のために心ならずも命を落とされた戦没者
の方々の犠牲の上に築かれていることを忘れてはなり
ません。
　甲賀市でも、市を挙げて追悼の誠を捧げるため、８
月から11月にかけて、市内５つの地域で「甲賀市戦没
者追悼式」を行い、戦没者の方々に思いを馳せ、心か
ら御冥福をお祈りすることとしています。　
　戦争は、多くの尊い命を奪い、誰もが悲しみを強い
られることとなります。戦争の悲惨さと平和の尊さを
正しく後世に伝えることはわたしたちの責務です。 n

水口地域の式典に参列し慰霊のことばを述べる中嶋市長

市内５地域で
戦没者追悼式を開催

　忍の里プララで10月６日㈯、まなびの体験広場
2007 ひとみの輝く甲賀っこまつりが開催されました。
　今年で２回目となるこの催しでは、市内の高校生や
専門学校生、シルバー人材センターの会員の皆さんが
体験コーナーの講師となりました。訪れた小学生たち
は、興味深くひとみを輝かせながら、さまざまな体験
に取り組み、異世代間の交流も深まったようです。

n

スライム時計作り（甲南高校）

n

カラフルステッカー作り（信楽高校）

n

体力測定（甲賀健康医療専門学校）

n

英語であそぼ
  （水口高校）

n小物作り
　（水口女子専門学校）

n

老人体験（甲賀看護専門学校）

n

昔ながらの遊び
　（シルバー人材センター）

まなびの体験広場2007
ひとみの輝く甲賀っこまつり

異世代間の交流深まる
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